東病棟チームカンファレンス記録
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＜連絡事項＞
・特記なし。
＜患者様連絡事項＞
・宗前　清様～本日、南病棟へ移動となっている。

・立花　圭様～午後母様よりTELあり、愛護手帳の更新の為、八戸市役所へ本人も連れて外出したいとの事。日程が決まり次第、病棟に連絡頂く事としている。

・大村　すゑ様～午後長男様よりTELあり、面談日について6/26(火)14:30来院されるとの事。面談日に施設一覧表を渡す事説明し了解されている。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施中。開放前にはドア蹴り頻回に見られる。開放中は奇声上げながらホール内徘徊し時に他者の後をつけて回る事あるが介入にて他者トラブルには至らず。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
・沼山　深雪様～終日隔離中。10:00～16:00開放観察実施。開放中は妄想発言無く、自室やホールにて落ち着いて過ごされている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
・田村　真紀子様～朝食配膳するも摂取せず、ホール内徘徊している。朝食不食。服薬も拒否強く、内服出来ず。意味不明な言動を繰り返し、時に易怒性見られる。多弁・多動で他者トラブルの可能性高く、常時見守り要している。10:00精神症状悪化の為、主治医へ報告し終日隔離開始。10:28指示にてスタッフ3名介入しレボトミン(25)1A筋注施行。昼食は配膳にて全量摂取。以後も自室内を落ち着き無く独語しながら徘徊している。
＜要注目患者様＞
・三上　キネ様～昨日の小倉Dr診察の結果を田名部Dr報告、ソリタT3は止めとなっている。血圧103～117/67～70mmhg、酸素飽和濃度99％で経過その他
　　　　　　　　バイタル異常なし。呼名には反応し、疎通は良好。

・柏山　知也様～幻聴様の発言聞かれ、一時的に易怒的となる事ある。傾聴にて落ち着く事は出来ている。
・駒木　洋士様～多弁・過干渉・訴え頻回にあり。落ちつかない様子である。
＜入院患者様＞
氏    名：佐々木　良一様

  生年月日：昭和12年7月10日80歳

  病    名：双極性障害　認知症の疑い

  性    別：男性

  病　　棟：東病棟Aユニット

  主治医  ：田名部Dr

  入院形態：医療保護入院

　(経過）

平成12年に器質性うつ病で市民病院に入院歴あり。24時間眠り続けたり

逆に寝ないで起き続けたりの生活サイクルである。普段は車椅子が必要

で全介助の状態であったり、動き出して徘徊が始まったり、呼びかけに

反応しない時間もしばらく続いたりするという。5月には行方不明、家近

くの田んぼの所に寝ているところを妻に発見されている。妻は少しずつ

患者様の様子が変だと思いはじめ、おいらせ病院に受診している。おい

らせ病院医師からも専門医治療の必要性を伝えられ本日当院受診してい

る。本人は興奮は無いものの入院には納得しておらず妻の同意を得て、本

日14：56医療保護入院となる。
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